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え
て
い
ま
す
。

土
木
関
係
の
方
々
の
ご
協
力
も
あ
っ
て
、
本
堂
前
の
埋
め
立

て
工
事
も
す
っ
か
り
終
わ
っ
た
頃
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
全
国

で
桜
の
苗
木
を
頒
布
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
広
ま
っ
て
い
た
こ

と
も
手
伝
っ
て
、
早
速
応
募
。
届
け
ら
れ
た
1
メ
ー
ト
ル
弱
の

桜
の
苗
木
80
本
を
手
植
え
し
た
の
で
し
た
。

桜
の
成
長
は
思
い
も
か
け
ず
は
や
く
、
10
年
も
過
ぎ
た
頃
に

は
、
見
上
げ
る
ほ
ど
に
大
き
く
枝
も
伸
び
て
い
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
そ
し
て
初
め
て
小
さ
な
固
い
蕾
が
ほ
こ
ろ
ん
だ
日
の
嬉

し
さ
は
忘
れ
ま
せ
ん
。

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
じ
め
、
遅
咲
き
の
八
重
の
桜
、
御
衣
黄
。

そ
し
て
門
脇
栄
行
さ
ん
か
ら
の
ご
寄
附
で
、
京
都
か
ら
の
枝
垂

れ
桜
も
加
わ
り
、
今
で
は
、
寺
の

前
を
行
き
交
う
方
の
目
を
楽
し

ま
せ
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。

桜
と
い
え
ば
大
阪
造
幣
局
の

桜
の
通
り
抜
け
は
有
名
で
す
が
、

戦
時
中
に
過
半
数
が
焼
失
し
て

し
ま
っ
た
と
か
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
そ
の
2
年
後
に
は
再
開
さ
れ

た
と
い
う
歴
史
と
と
も
に
、
以
前

か
ら
大
き
な
憧
れ
の
よ
う
な
も

の
を
抱
い
て
お
り
ま
し
た
。

古
歌
に
い
わ
く
〝
年
々
歳
々
、

花
　
相
似
た
り
。
歳
々
年
々
、

人
　
同
じ
か
ら
ず
。〟

季
節
は
め
ぐ
り
、
今
年
も
ま
た

境
内
の
桜
の
蕾
は
芽
吹
き
、
ふ
く

ら
み
、
花
開
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

ど
う
ぞ
み
な
さ
ま
、
境
内
の
桜

を
愛
で
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

2
0
0
0
年
春
、
新
し
く
南
面
本
堂
を
建
て
る
に
あ
た
り
、

当
時
は
湿
地
帯
だ
っ
た
本
堂
前
か
ら
県
道
ま
で
を
埋
め
立
て

て
、
参
道
を
つ
く
る
計
画
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

工
事
は
順
調
に
進
み
、
ほ
ど
な
く
参
道
完
成
。
こ
の
と
き
、

記
念
と
し
て
1
本
の
古
木
の
桜
（
樹
齢
約
2
0
0
年
）
を
、
観

音
堂
の
南
側
に
移
植
し
た
こ
と
を
、
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
覚

全
隆
寺
境
内
の
桜

曹
洞
宗
全
隆
寺
　
住
職
　
金
子
　
卓
雄

撮影：金子寛子



令和 8年 3月 （2）八 束 公 民 館

や
つ
か
桜
の
会
　
会
長

�

安
部
健
一
（
遅
江
）

　

2
0
0
5
年
11
月
8
日
、
宍
道

湖
・
中
海
が
「
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

湿
地
に
登
録
」
さ
れ
た
の
を
契
機

に
、
松
江
市
と
旧
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
：

斐
伊
川
流
域
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
通
称
：
斐
伊
川
ク
ラ
ブ
）
が
、

2
0
0
7
年
4
月
か
ら
大
根
島

松
江
市
は
、
中
海
圏
域
の
振
興
を
目
的
に
、
国
土
交
通
省
支
援
の
下
、
２
０
０
７
年
４
月
か
ら
２
０
１
４
年
３
月
ま

で
の
７
年
間
、
大
根
島
北
西
岸
旧
残
水
域
（
約
４
キ
ロ
間
）
へ
の
桜
木
植
栽
整
備
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
こ
の
北
西
岸
旧
残
水
域
で
の
産
官
学
民
の
協
働
連
携
に
よ
る
「
花
と
緑
の
島
づ
く
り
事
業
」
の
一
つ
「
大

根
島
千
本
桜
花
海
道
」（
命
名
：
前
松
江
市
長
松
浦
正
敬
氏
）
の
管
理
作
業
等
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

「
や
つ
か
桜
の
会
」　
大
根
島
千
本
桜
花
海
道

特集

北
西
岸
旧
残
水
域
（
約
4
キロ
間
、

3
・
2
㌶
）
へ
の
桜
木
植
栽
整
備

事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
2
0
0
8
年
3
月
か
ら

4
年
間
、
八
束
中
学
生
が
卒
業
記

念
と
し
て
桜
木
計
1
0
0
0
本
を

植
樹
（
東
の
馬
渡
地
区
か
ら
）
し
、

今
年
で
18
年
目
と
な
り
見
事
な
桜

花（
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
・
河
津
桜
な
ど
）

を
咲
か
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

八
束
町
で
は
、
こ
の
北
西
岸
道

路
沿
い
に
植
栽
さ
れ
た
1
0
0
0

本
の
桜
木
が
地
域
振
興
に
資
す
る

と
考
え
、
2
0
1
3
年
10
月
29
日
、

地
元
有
志
に
よ
る
「
や
つ
か
桜
の

会
」
初
代
会
長
：
竹
谷
孝
昌
（
故
人
）

第 25 回

桜だより

河津桜



令和 8年 3月（3） 八 束 公 民 館

を
設
立
し
、
管
理
作
業
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。

や
つ
か
桜
の
会
　
副
会
長

�

橘
　
一
秀
（
入
江
）

　

事
業
内
容
は
、
松
江
市
か
ら
の

委
託
に
よ
り
、
旧
斐
伊
川
ク
ラ
ブ

が
整
備
し
た
北
西
岸
旧
残
水
域
に

植
栽
さ
れ
た
桜
木
の
管
理
と
、
一

部
区
間
の
除
草
作
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
な
お
、
亀
尻
地
区
の
桜
木

の
除
草
作
業
は
地
区
が
、
入
江
地

区
は
、「
大
根
島
の
農
漁
業
を
考

え
る
会
」
が
、
寺
津
・
馬
渡
地
区

及
び
二
子
地
区
の
一
部
は
個
人
会

員
が
、
ま
た
千
本
桜
公
園
近
く
の

桜
木
に
つ
い
て
は
、「
町
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
」
が
行
っ
て
い

ま
す
。

　

一
方
、
島
内
に
は
昔
か
ら
多
く

の
桜
木
（
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
）
が

植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
八

束
学
園
校
庭
の
桜
木
は
古
く
、
現

在
地
に
八
束
村
尋
常
高
等
小
学

校
が
移
転
統
合
し
た
昭
和
12
年

（
1
9
3
7
年
）
以
降
に
植
栽
さ

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の

他
、
大
塚
山
公
園
、
全
隆
寺
境
内
、

波
入
親
水
公
園
、
由
志
園
駐
車
場
、

そ
し
て
北
西
岸
道
路
沿
い
を
含
め

1
3
0
0
本
程
に
な
り
ま
す
。

や
つ
か
桜
の
会
　
副
会
長

�

玉
木
充
男
・
理
人
　
親
子
（
波
入
）

　
「
や
つ
か
桜
の
会
」
は
、
会
員

31
名
で
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
作
業
時
に
は
市
八
束
支
所
職

員
の
皆
さ
ん
に
も
協
力
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）
い
た
だ
い
て
お
り
、
大

変
助
か
り
ま
す
。
桜
の
管
理
作
業

内
容
は
、
①
定
期
的
な
見
回
り
②

下
草
の
除
草
（
年
3
回
）
③
枝
の

剪
定
、
施
肥
、
害
虫
駆
除
作
業
等

の
実
施
で
す
。

や
つ
か
桜
の
会
　
会
長
　
安
部
健
一

　

八
束
町
は
、
松
江
市
と
合
併
し

て
昨
年
で
20
年
に
な
り
ま
し
た
。

合
併
前
年
に
江
島
大
橋
（
ベ
タ
踏

み
坂
）
が
開
通
し
た
こ
と
に
よ
り
、

除
草
作
業
2

除
草
作
業
1

施
肥
作
業

肥
　
料



令和 8年 3月 （4）八 束 公 民 館

こ
の
北
西
岸
道
路
は
毎
日
多
く
の

車
両
が
往
来
し
、
ま
た
「
国
宝
松

江
城
マ
ラ
ソ
ン
」
コ
ー
ス
の
一
部

に
も
な
り
ま
し
た
。
大
根
島
は
昔

か
ら
牡
丹
の
生
産
地
で
あ
り
、
桜

の
名
所
地
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
「
や
つ
か
桜
の
会
」
は
、
現
在

31
名
の
会
員
（
下
記
に
記
載
）
で

桜
木
の
育
成
・
管
理
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
多
く

の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

《
令
和
7
年
度
　
桜
の
会
　
メ
ン
バ
ー
》

・
会
長
　
　
安
部
　
健
一
（
遅
江
）

・�

副
会
長　

�

橘
　
一
秀
（
入
江
）
／
玉
木
　

充
男
（
波
入
）

・
幹
事
　
　�

池
田
　
均
（
遅
江
）
／
足
立
　

実
（
二
子
）
／
竹
谷
　
力
雄
（
入

江
）

・
会
計
　
　�

渡
部
　
信
司
（
馬
渡
）

・
監
事
　
　�

柏
木
　
利
徳
（
入
江
）

・
会
員�

　
　�

松
尾
　
孝
則
（
入
江
）
／
渡
部
　

建
志
（
寺
津
）
／
渡
部
　
美
根

（
馬
渡
）
／
川
上
　
倍
邦
（
二
子
）

／
橘
　
俊
成
（
入
江
）
／
柏
木
　

師
郎
（
入
江
）
／
後
藤
　
秀
雄

（
入
江
）
／
門
脇
　
恒
民
（
入
江
）

／
竹
谷
　
浩
二
（
入
江
）
／
岩

田
　
京
二
（
入
江
）
／
渡
部
　

博
之
（
寺
津
）
／
吉
岡
　
敏
弘

（
入
江
）
／
池
内
　
誠
（
馬
渡
）

／
松
本
　
輝
彦
（
江
島
）
／
門

脇
　
励
吉
（
亀
尻
）
／
橘
　
良

輝
（
入
江
）
／
柏
木
　
一
男
（
入

江
）
／
安
部
　
秀
司
（
二
子
）

／
渡
部
　
卓
也
（
馬
渡
）
／
渡

部
　
潤（
馬
渡
）／
足
立
　
穣（
二

子
）
／
竹
谷
　
真
（
入
江
）
／

門
脇
　
晃
吉
（
寺
津
）

《
後
援
団
体
》

①
亀
尻
地
区

②
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

③
大
根
島
の
農
漁
業
を
考
え
る
会

会員メンバー並びにボランティアの皆さん
石碑：『大根島千本桜花海道』の前で

整
枝
剪
定
作
業

足立 実・穣さん（二子）

池田 均さん（遅江）



令和 8年 3月（5） 八 束 公 民 館

竹谷 真さん（入江）

馬渡堤防

やつかの郷

石碑

千本桜公園
大塚山公園

八束支所

八束学園校庭

由志園

駐車場

全隆寺境内

波入親水公園大海崎堤防

善
慶
寺

寿
物
産

河津桜 八重桜 ソメイヨシノ

北西岸道路沿い （4km間）

大根島の桜木  約1300本

馬渡堤防

馬渡

亀尻
寺津

二子
やつかの郷

石碑

千本桜公園

入江

大塚山公園

八束支所

八束学園校庭

由志園

駐車場

全隆寺境内

波入親水公園

遅江

大海崎堤防

善
慶
寺

寿
物
産

卍

波入
卍

中
海

ソメイヨシノ
(39本)

八重桜

ソメイヨシノ
(339本)

河津桜
(81本)

ソメイヨシノ
(84本)

河津桜

ソメイヨシノ他

(32本)
八重桜

河津
桜 ソメイヨシノ

(61
9本
) (339本)

河津桜

ソメイヨシノ
(81本)

(39本)

ソメイヨシノ
(84本)

河津桜

ソメイヨシノ他

(32本)

(40本)(40本)

(80本)(80本)

吉岡 敏弘さん（入江）

渡部 美根さん（馬渡）門脇 励吉さん（亀尻） 門脇 晃吉さん（寺津） 渡部 信司さん（馬渡） 柏木 利徳さん（入江）

渡部 卓也さん（馬渡） 松本 輝彦さん（江島） 柏木 一男さん（入江） 門脇 恒民さん（入江）

竹谷 力雄さん（入江）



令和 8年 3月 （6）八 束 公 民 館

あ
と
が
き

大
根
島
シ
リ
ー
ズ
⑲

「
昭
和
・
平
成
・
令
和
の
桜
」

大
根
島
中
央
の
大
塚
山
公

園
に
は
、
55
年
程
前
の
昭
和
に

植
樹
さ
れ
た
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

16
本
【
写
真
】
を
含
む
84
本
が
、

ま
た
公
園
の
西
側
下
斜
面
に

は
、
23
年
前
の
平
成
に
河
津
桜

81
本
が
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。
桜

木
が
成
長
し
た
令
和
の
春
は
、

公
園
全
体
桜
色
に
染
ま
り
、
実

に
見
事
で
す
。�

（
池
）

【
出
典
・
解
説
】

「
︙
〈
わ
れ
わ
れ
が
生
き
て
い
る
〉
す
な
わ
ち 〈
わ
れ
わ
れ
は
生
命
を

与
え
ら
れ
て
い
る
〉
と
い
う
の
は
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
原
初
的
な
事

実
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
異
な
っ
た
道
を
と
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

そ
う
し
て
、〈
生
き
て
い
る
〉
と
い
う
こ
と
は
〈
死
ぬ
〉
こ
と
を
内

含
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
毎
日
〈
生
き
〉
て
ま
た
〈
死
ん
で
い
る
〉

の
で
あ
る
。　
（
中
略
）

そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
〈
生
き
て
い
る
〉
と
い
う
原
初
的
な
事
実
を
見

詰
め
て
、
そ
れ
を
何
も
の
よ
り
も
尊
い
も
の
と
し
て
大
切
に
生
き
て
行

く
。
|
こ
れ
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
唯
一
の
道
で
あ
ろ
う
。」

�

（
中
村
元
『
自
己
の
探
求
』
よ
り
。）

【
出
典
・
解
説
】

「
相
手
が
け
し
か
ら
ん
こ
と
を
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
ち
ら
が

怒
っ
た
の
で
は
、
同
じ
立
場
で
の
つ
か
み
合
い
に
な
る
。
一
息
お
い
て
、

自
分
が
高
い
立
場
に
立
つ
な
ら
ば
、
相
手
の
あ
さ
は
か
な
仕
打
ち
を
大

き
な
目
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
観
音
の
「
慈
眼
」
を
身
に
受
け
る
こ

と
に
な
る
。
一
息
つ
い
て
眺
め
る
と
い
う
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。」

（
中
村
元
『
構
造
倫
理
講
座
Ⅱ
〈
生
き
る
道
〉
の
論
理
』
よ
り
。）

【
出
典
・
解
説
】

「
私
は
純
粋
の
愛
、慈
悲
が
こ
の
世
で
最
も
願
わ
し
い
も
の
で
あ
り
、そ

れ
が
人
々
が
生
き
て
い
く
拠
り
ど
こ
ろ
で
あ
り
理
想
に
な
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
宗
教
が
あ
り
ま
す
が
、
正
信
と
邪
信
と
を
ど

こ
か
で
区
別
す
る
か
は
水
掛
け
論
に
な
っ
て
分
か
ら
な
い
の
で
す
。
し

か
し
純
粋
の
愛
を
説
く
教
え
が
最
も
正
当
な
る
教
え
で
あ
り
、人
を
害

そ
こ
な

う
よ
う
な
宗
教
は
ど
こ
か
間
違
っ
て
い
て
欠
点
が
あ
る
と
理
解
す
べ

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ほ
か
に
基
準
は
な
い
と
思
い
ま
す
。」

（
中
村
元
『
人
生
を
考
え
る
』
よ
り
。）

【
出
典
・
解
説
】

「
ち
ょ
っ
と
会
っ
た
だ
け
で
は
怪け

訝げ
ん

な
存
在
の
よ
う
に
見
え
る
異
民

族
の
人
で
も
、
こ
と
ば
に
よ
り
、
直
接
に
、
あ
る
い
は
通
訳
を
介
し
て
、

自
分
と
同
じ
よ
う
な
感
情
や
思
考
作
用
を
も
っ
て
い
る
人
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
知
る
と
、
急
に
親
し
み
を
感
じ
と
も
に
人
間
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い

う
自
覚
の
も
と
に
愛
情
を
感
ず
る
よ
う
に
な
る
。

あ
ら
ゆ
る
道
徳
の
成
立
す
る
基
礎
も
、
あ
ら
ゆ
る
平
和
運
動
も
、
こ

こ
に
お
い
て
正
当
化
さ
れ
得
る
で
あ
ろ
う
。」

（
中
村
元
『
自
己
の
探
求
』
よ
り
。）

令
和
七
年
十
二
月
掲
示

令
和
八
年
一
月
掲
示

令
和
八
年
二
月
掲
示

令
和
八
年
三
月
掲
示

　松江市出身でインド哲学・仏教学の世界的権威、中村元博士が残した慈
しみあふれる言葉を、八束町中央の「八束複合施設」正面玄関東横にある掲
示板で毎月紹介します。掲示内容は「中村博士自身が述べた言葉」の中か
ら、中村元記念館の加藤千乃学芸員が選び、公民館で書道を学ぶ「中央書道
サークル（橘淳子代表）」のメンバーが中心となって毛筆でしたためます。

中村元博士が残した
『慈しみあふれる言葉』を紹介します●⓳

八束町全隆寺 住職 金子卓雄・寛子ご夫妻


